
・日　時：2008 年 11 月 2 日 ( 日 )　10：30 集合・出発、12：00 終了

・集　合：旧三井港倶楽部 ( 玄関前付近、大牟田市西港町２－６)

・ルート：旧三井港倶楽部－与洲会館－㈱サンデン ( 写真展見学 )－

　　　　　　　　　　　　　旧長崎税関三池税関支署－旧三井港倶楽部

三池港周辺のまちを歩くミニウォーク三池港周辺のまちを歩くミニウォーク 参加無料

同時開催②

「炭都の風景を切り撮る」～ Historical Land-Art 写真展 ～

・日　時：2008 年 10 月 25 日 ( 土 ) ～ 11 月 3 日 ( 月・祝 )

　　　　  10：00 ～ 17：00

・会　場：株式会社サンデン ( 旧三川電鉄変電所 ) 本社屋内　

                                                   ( 大牟田市新港町１－３０)

入場無料

同時開催①

今年 100 周年を迎えた三池港や「炭鉱電車」の鉄道敷など、大牟田・荒尾の「炭都」の風景を地域でどのように

伝えていくのかについて、登壇者の提案をいただきながら皆さんで考えるシンポジウムです。

宮原坑跡・万田坑跡ユネスコ世界遺産暫定リスト掲載＆三池港開港 100 周年記念
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パネルディスカッション「大牟田・荒尾へのメッセージ」
                         　     　　　     　　　　　  坂本 道德 (NPO 法人 軍艦島を世界遺産にする会理事長 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 古庄 信一郎 ( 志免竪坑櫓を活かす住民の会顧問 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三原 宏樹 (NPO 法人 まちづくり研究所理事長 )　

シンポジウム

いま・ここからつむぐ港・鉄道敷のまちづくり
いま・ここからつむぐ港・鉄道敷のまちづくり

2008 年 11 月 2 日 ( 日 )　13:00 ～ 16:00
旧三井港倶楽部 有明の間 ( 大牟田市西港町 2-6 ) 0944-51-3710

参加無料！

トーク「“炭都”の風景を市民が次世代に活かすために」

西村幸夫氏 熊谷博子氏

( 株 ) サンデン

※写真展会場
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主催 ： NPO 法人 大牟田 ・ 荒尾炭鉱のまちファンクラブ　　共催 ： 九州伝承遺産ネットワーク、 熊本大学工学部地域風土計画研究室、 福岡大学工学部景観まちづくり研究室
後援 ： ( 財 ) トヨタ財団地域社会プログラム、 福岡県、 大牟田市 ・ 大牟田市教育委員会、 荒尾市教育委員会、 三池港開港 100 周年記念事業実行委員会、 九州産業考古学会、
　　　 　( 財 ) 九州地域産業活性化センター、 「風景にきづく 景観をきずく 2008」 実行委員会、 旧三井港倶楽部、 ( 株 ) サンデン、 大牟田 ・ 荒尾地区与論会、 万田坑ファン倶楽部 

◎お問合せ先：NPO 法人 大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ　http://www.omuta-arao.net/
〒836-0841 福岡県大牟田市築町 2-8( 大牟田カメラ 3F)　TEL：0944-52-7026     E-mail： info-c@omuta-arao.net

※駐車場あり。当日は直接お越しください。

学生発表「“炭都の風景”を切り撮る－学生が見た街の風景－」

　　　　　　　　　　　　　　　　　波多江 萌 ( 熊本大学 )

西村 幸夫 ( 東京大学大学院教授・まちづくりの専門家 )                           

熊谷 博子 ( 映像ジャーナリスト・映画「三池 終わらない炭鉱 ( やま ) の物語」監督 )

( 敬称略 )

旧三井港倶楽部

ほか ( 順不同 )

　
開催決定！

★“炭都”ミニライヴ

　野田 かつひこ

    ( シンガーソングライター )

「炭都の風景を切り撮る」～ Historical Land-Art 写真展 ～
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